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『当たり前』のことが一番大切

仕事に出かけて、『無事に帰ってくる』・・・、そして、『ただいま』と家のドアを開ける

「構内」事故の防止 （バック事故多発･･･後方の安全確認）

雪山で見えにくい時は…身を乗り出して確認 雪山の陰からの飛び出し注意

脇道から乗用車・人が出て来るかも知れません

狭い道でのすれ違い時は、車両停止の徹底（無理して先に進まない）

冬道での追い越し・車線変更は事故に直結 危険な追い越し 生命の危険

冬道は…見えない、滑る、曲がれない、止まれない

交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しよう

バックは・・・『カメが歩くスピードの気持ちで 』

車間距離を十分にとろう 追突を未然に防止しよう

２時間ごとに、１５分休憩で 守ろう 自分の命 他人の命

○積み下ろし作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう

○鋼材、資材の積み下ろし作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう

○ハウス、トイレの積み下ろし作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう

○敷き鉄板の積み下ろし作業時、ユニック作業に注意しましょう

機械の下に潜り込んで作業中

落下してきた機械の一部に、上半身を挟まれ男性作業員が死亡

作業手順や方法に問題がなかったか

２０１８／３／８（木） １２：０１

７日午後６時１５分ごろ、広島県の部品製造工場で、工作機器の部品交換を行っていた男性作業員（３７）が

機械の一部に上半身を挟まれ、死亡する事故がありました。警察などによりますと、成型機のモーターを交換し

ようと機械の下に潜り込んで作業をしていた男性が、落下してきた機械の一部に上半身を挟まれる事故がありま

した。事故当時、現場には３人の作業員がいましたが、モーターの交換作業を行っていたのは死亡した男性１人

でした。警察は作業手順や方法に問題がなかったかなど、詳しい事故の原因を調べています。

工事現場 9トンのコンクリートの壁が倒れ、下敷き、死亡

２０１８／３／８ １２：２７

７日午後４時４０分ごろ、新潟県の河川工事の現場でコンクリートの壁が倒れ、作業中の男性（６２）が下敷

きになった。男性は５時間後に救出されたが、死亡が確認された。警察によると、川の段差部分を支えるコンク

リートの壁が倒れ、作業員の男性１人が下敷きになった。この工事を発注した県によると、工事は老朽化した護

岸を直すためのもので、倒れたコンクリートの壁は、縦・横３ｍ、厚さは５０ｃｍほどで、重さは約９トン。

大型トラックの燃料タンクから漏れた、『軽油』、30kmにわたる

軽乗用車がスリップし、大型トラックが追突

警察が、燃料が漏れたまま走行した車がないか確認を進めています

２０１８／３／８（木） １９：４８

８日午前、長野県の国道のトンネルで、路面に漏れていた軽油と見られる液体で軽乗用車がスリップし、大型

トラックが追突しました。事故の４分前、トンネル付近で「路面にオイルのようなものがある」と通りかかった

人から通報があり、警察が調べたところ、大型車の燃料タンクから漏れた軽油とみられる液体が確認されました

。軽油とみられる液体は、およそ３０キロにわたって続いていて、軽乗用車は、この上でスリップしたとみられま

す。警察が、燃料が漏れたまま走行した車がないか確認を進めています。

大型トラックで女性を数百メートル引きずり死亡させる

死亡ひき逃げで元運転手に有罪判決

事故後すぐに洗車しており、人をひいた認識があった

２０１８．３．７ １１：３０

愛知県で平成２６年７月、大型トラックで自転車の女性を数百メートル引きずり、死亡させたとして、自動車

運転処罰法違反（過失致死）や道交法違反（ひき逃げ）などの罪に問われた元運転手の男性被告（６９）に地裁

は７日、懲役１年、執行猶予３年、罰金５０万円（求刑懲役３年６月、罰金５０万円）の判決を言い渡した。被

告は「人をひいた認識はなかった」などと無罪を主張。検察側は論告で「田畑に囲まれた静かな地域で、自転車

の転倒音や引きずる音を聞いたはずだ。事故後すぐに洗車しており、人をひいた認識があった」と指摘した。起

訴状などによると、被告は午前１０時１０分ごろ、県道を大型トラックで走行中、自転車で道路を渡っていた女

性＝当時（８３）＝をひき、数百メートル引きずって死亡させ、走り去ったとしている。


